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A study of relaxation intervention for cancer patients
in Japan through substruction analysis












































護｣､ ｢原著｣ とし､ キーワード ｢がん看護｣
と以下の各キーワードを組み合わせ､ ｢リラ
クセーション｣ ６件､ ｢アロマテラピー｣ ７
件､ ｢マッサージ｣ 18件､ ｢タッチ｣ ５件､






る検索を行い､ キーワード ｢がん看護｣ と






















指標｣ と ｢尺度｣ を明らかにした｡ また､ 概
念間や指標､ 尺度間の関係性について吟味し､
図に示した｡ 次に､ 各文献のサブストラクショ
















































































































































































































































































































































































































































































































































ルでは､ ｢ホルター心電図R-R間隔｣､ ｢HF (高
周波領域)｣､ ｢バイタルサイン｣､ 症状の程度
を測定するツールでは､ ｢嘔気のVAS｣､ ｢痛み
の強さVAS｣､ ｢痛みの緩和VAS｣､ ｢Cancer Fatigue
Scale (以下､ CFS)｣､ ｢Piper Fatigue Scale
(以下､ PFS)｣､ ｢看護記録｣､ ｢Profile of Mood





































神経 (副交感神経) 活動｣､ ｢嘔気のレベル｣､
｢研究者による客観的評価｣､ ｢対象者の主観
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『構成概念』 は､ 『がん患者』､ 『リラクセー
ション法』､ 『介入の評価』 の３つを設定した｡
『がん患者』 の ｢概念｣ は､ ｢対象者の特性｣
とし､ 対象者の年齢や性別､ 診断名､ 治療の
内容､ がんの病期､ Performance Status(PS)を
含めた｡ 『リラクセーション法』 の ｢概念｣
は､ ｢からだを介して働きかける方法｣､ ｢こ
ころを介して働きかける方法｣ とした｡ また､
『介入の評価』 の ｢概念｣ は､ ｢身体的状態｣､
｢精神・心理的状態｣､ ｢認知状態｣､ ｢社会的
状態｣ とした｡ ｢身体的状態｣ の下位概念は､
｢生理的反応｣､ ｢症状の変化｣ で､ ｢精神・心
理的反応｣ の下位概念は､ ｢気分状態｣､ ｢精
神的安定度｣ で､ ｢認知状態｣ の下位概念は､
｢病気・治療体験の変化｣､ および ｢社会的状
態｣ の下位概念は､ ｢生活面の拡大｣､ ｢家族
や医療者との関係性｣､ ｢その人らしさ｣､ ｢社































































































































































の実践, EBNURSING4(3), 61-66, 2004.
４) William L.Holzemer：ヘルスケアリサーチ
のためのサブストラクションとアウトカ
ムモデル, 看護研究 33(5), 3-11, 2000.
５) 藤崎郁：サブストラクションの原理と実




















































19) JO ANN DALTON：EDUCATION FOR PAIN MANAG-
EMENT: A PILOT STUDY. Patient Education
and Counseling9 , 155-165, 1987.
20) Mariah Snyder ほか編集：心とからだの
調和を生むケア, へるす出版, 1999.
21) 荒川唱子：漸進的筋弛緩法, がん看護6
(6), 473-476, 2001.
22) 荒川唱子：リラクセーション法を学ぼう！,
看護技術47(11), 83-87, 2001.
高知女子大学看護学会誌第32巻第１号 (2007)
― 93 ―
